
分野 今の課題・問題 分野別の将来像 
将来像実現のために必要な取り組み 

既存の取り組み たっしょしトーク！で出された意見 （一部抜粋） 

地
域
活
性 

■歴史的場所が多いのに活かせていない（畦別当は平家の

落人？、神社など） 

■体験させたい伝統を継承する人がいなくなりそう（浮立

など） 

■ホタルが減少している（時期短い、留まる場所少ない） 

■車で通る人は多いが、通り過ぎてしまう 

■大学のアップルパイを活かしたい！  

■純心と地域のブランド力を活かしたい 

■世代間交流があるまち 

 

■以前、西浦上の歴史をまとめた

冊子があった 

■浮立 

■大学生とのロードウォークマッ

プ作り 

■六枚板のウォーキングコースや登山道を整備する（帆場岳など） 

■さるくコースを川平地区に作る（ウォーキングコースに案内者をつける）→川平小の活用（駐車

場など） ■地区、地名の歴史を調べてまとめる  

■映像、記録を残し、伝統、歴史を守っていく（純心大学の文化祭で披露する） 

■川平（三ツ山）の歴史と被ばく継承 

■ホタルを増やすため、川をきれいにする（学生もボランティアで参加、ホタルを育て放流するノ

ウハウの講習会をする） 

■「ホタル祭り」（仮称）の開催に向けて逆算してやるべきことをやる 

■授業の一環として地域おこし事業  ■アップルパイを活かした立ち寄り場をつくる 

交
流 

■みんなが集まり交流できる場所、イベントが少ない 

■子ども、若者がかなり少ない 

■イベントなどに人が集まらない 

■学生と地域との交流が少ない、もっとつなげたい 

■（再掲）純心と地域のブランド力を活かしたい 

■高齢者が集まれる場所が少ない 

■自治会、老人会やイベントの担い手が少ない 

■地域の困りごとを学生が支援する仕組み（つながり）が

欲しい 

■ネットワークが充実した

コミュニティに 

■自然の中でコーヒーの香

りがする、若者、地域が

集まれてコンビニ、カ

フェがあるかわひら 

■もちつき 

■純心祭 

■犬継夏祭り 

■バザー新緑祭（恵の丘ホーム） 

■三ツ山教会コンサート（コーラ

ス） 

■レンゲ祭り（コロナ前まで） 

■あおぞらと大学との交流会 

■公民館でお茶会、教室を開催する  ■公民館をもっと活用する 

■空き家活用  ■給食センターにコミュニティスペースを設置する 

■学校を活用した高齢者から子どもまで集まれる場所づくり（大学や福祉施設に協力してもらう） 

■誰でも来れて、運動もできる、一緒に食べられる、みんなで遊べる、共に学べる、買える、売れ

る場所づくり 

■地域、施設、学生、子どもが興味を持つイベントの企画 

■大学と連携したイベントの開催（地域で育てた野菜をマルシェで販売、バザー、スポーツ大会） 

■学生が活動を発表する場をつくる  ■サークルなど作りつないでいく 

■若者のネットワーク（インフルエンサー、ラジオ）を活用 

■大人と若い人、地域と大学との交流ができる場を作る ■大学の空きコマに地域活動へ参加 

■（再掲）「ホタル祭り」（仮称）の開催に向けて逆算してやるべきことをやる 

■自治会に入るメリットを発信  ■無人バス（小型）、乗り合いタクシーを使って集う  

福
祉 

■子どもの遊ぶ場所がない 

■子育てしやすい環境づくりが必要 

■若者が出ていき、残された高齢者が孤立していく 

■（再掲）高齢者が集まれる場所が少ない 

■（再掲）子ども、若者がかなり少ない 

■高齢者の避難対策 

■地域型給食センター 

 ～道の駅かわひら～ 

■長崎の奥座敷 川平地区

の利便性を活かして子ど

もから高齢者まで住み良

いまちづくり 

■ささえあいマップ作成 

■高齢者ふれあいサロン（川平町

自治会） 

■グランドゴルフ 

■子ども会での花見会 

■老人会（健康マージャンなど） 

■敬老会などに子どもたちも参加して交流  

■子ども食堂のような場所をつくる  

■子どもを預ける託児所をつくる（近くに住む大学生に協力してもらう） 

■子ども会を川平地区で1つにまとめる 

■大学生と子どもの交流（川平小では放課後教室していた） 

■若い人が働ける場所をつくる（川平の有利な道路事情で工場などを誘致する） 

■高齢者専用の乗り合いタクシー、介護タクシー 

■ささえあいマップの作成・更新  ■月2回ほどのふれあいサロン 

安
全
安
心 

■長崎大水害の経験が薄れている 

■（再掲）高齢者の避難対策 

■大雨などの災害があった時の避難場所への移動手段、連

絡手段がない、遠すぎる 

■空き家が多い 

■野生動物（イノシシ）が出没する 

■（再掲）地域の困りごとを学生が支援する仕組み（つな

がり）が欲しい 

■ふれあいを大切にする町 

■ひとりで住んでいても安

心安全だと思えるまち 

■防災マップを各戸へ配布 

■ささえあいマップ作成 

■長崎大水害の慰霊碑建立 

■消火訓練 

■婦人防火クラブ 

■大学避難訓練 

■原爆ホーム防災訓練 

■炊き出し訓練 

■野生動物対策の罠 

■長崎大水害の被災体験の継承 

■大学、施設と連携した大規模な避難訓練に取り組む  ■避難場所を安全な所に作る 

■地域の方の意見を聞きながら防災マップをつくる 

■避難場所への移動手段を要検討（地域の方の知恵） ■誰がどこに住んでいるのか知る 

■ご近所で避難場所を共有でき、非常時に声掛けができる関係を築く  ■駐車場をつくる 

■近隣大学を巻き込んだ空き家活用 

■イノシシを使ったジビエ料理 ■イノシシ対策の柵の支給、継続設置 

■給食センター等を利用して、イノシシ料理を地域の方たちと食べる（試食会） 

■ノラ猫の管理（さくら猫など） 

生
活
環
境 

■交通の便が悪い、バスの便が少ない 

■住みやすいまちだが車が必要、高齢になると心配 

■車の交通量が多い  ■車道が狭い 

■交差点が狭くて見えづらく、バスが停止してカーブしな

ければならない（川平小学校近辺が狭い、はみ出して

カーブする場所が多い）  ■横断歩道に灯りがない 

■歩道にガードレールや段差がなく、歩行者が危ない 

■歩道が狭く、草や土砂で通りにくい 

■買い物できるお店、飲食店がない 

■配達エリアがせまい（出前が来ない、遅い、生協が週1

回のみ） 

■今ある自然を活かしなが

ら活気づけよう川平地

区！ 

■いきいき老若男女が集う

川平 

■遠方から通学する生徒への空き

家のあっせん 

■長崎バスへ路線バス増便を依頼

している 

■川そうじ 

■月1回訪問販売車（原爆ホーム

に長崎ストアー） 

■週2回お菓子、衣料品の販売 

■（個人）花壇の植栽、手入れ 

■コミュニティバスの導入を要望  ■買い物共に行こうサービス 

■5地区の誰もが参加しやすくなる環境づくり 

■歩道の整備や草刈りなどを地域の人たちで協力して負担軽減 

■議員を巻き込んで市や県に道路などの改修を申請する 

■バスを降りてごみ拾い 

■学校（小学校、大学）のグラウンドなどの活用 

■乗り合いタクシーの導入、移動スーパー、買い物支援車両 

■買い物や生活必需品を買えるコンビニ（無人販売所も併設する、給食センターに絡めて） 

■大学食堂や生協の活用 

■移動販売店を設置する 
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